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代謝機能測定法としての尿係数よりみた

A. T.投奥結核性病体

)何 J!l¥¥' 11背・岩田教柴・佐令本付t:l:(i:
(北海道大学桔反研究開

私共は結段性wH本につき， 尿有機成分を 12割分に分
け，更に尿酸度，ア yモ Y，燐酸，グロール， pH 並びに

その絞liffi怖を測定し，それ等を生休反応側より統計的に分

立iし，同病体代ii%.tの正常人.癌性疾，¥l.i，;lEびに他の慢性疾病

のそれとの違い(代謝のゆがみ，低下， 0.;'$のそれ)をつ

まびらかにしようと努力しているが，昨年来同病休の蛋白

代詩!の他の疾病のそれと較べ， Tryptophan においてのみ

ならず，他のアミノi授においても大分越を具にするであろ

うと想像させられるような桔果に時好遭遇し，それ等のよ

ってきたる.ところを究明すべく，先ずその手始めとして，

結l'g:性~Iij休と何等かの~~刀、において後採なりー I今関係があ

ると見倣れている Lysin を主体とするtt~~~性アミノ肢を

附~i14'\こ授与し，既に述べた尿，t，生t~!fíJJ質に就て測定をこ

ころみておりますが，今[白|はその-J111として同アミノ股授

与の尿係孜に及ぼす影併について祁-77する。

投与アミノ献はミノブァーゲ:ノヌドtdlより日供されたネ

オ・ミノブァーヂ Y AT.(以下 A.T.と略す)を印弔した。

同薬剤;:):Lysinと云ったような必狽アミノ般の他に二，三

のだII，t;ttアミノ肢を含有することは既知のところである。

忠、ず;はrn立札幌!百~ftïfrの協力を得て選出した)T(症乃玉三

中等症日抗告「支思才;'11名(中 7名はずi症. 4名は中等症)で，

突険J~jíl\]itU ド'竿 9 月より 11 月に至る 3 カ月で， A.T.投Jj二

前と授与後の2t;fに分け尿約300:4立に就き尿係数を測定し

た。かっその測定は午前 101専を以て区分した全日尿(241i年

間尿)について行った。

又 AT.の授ー与条件は!日 1本 10日間連続投与， そ

の後5日イ恨み， これを 1グ【ルとし，全部で3グ戸ル行っ

た。 A.T.投与後尿は最終7グール後 5-10自の問に採集

分iJi:した。
被険者rt1名は投与後 1週間頃より江口痛，耳鳴その他

の副作用が現れたので止むを得ず投与を中止したが，これ

は私共のリ:殺がAi!EiN1本を対象としたためもあるかも知れ
ない。

fll'..の対虫においては何等の副作用をみとめなかった。

次に実験成fIにうつる前にその測定法としての尿係
数1丹ー!のについてTITi111.iこ述べることとする。

尿1不殺とは， O/K， OjK~， 0/K1 ，11<びに KI!K~ の 4 つ

の係数の捻祢名であり，その測定方法を Vak日t-沃度政法

と名付ている。

今回はその中 OiK，O!K~， Kl!K~ の 3(1完投について測

定を行L、， ¥， 、ろL、ろな日(;合によりo.Kパこついては行わな
かったのでここに説明を省略したし、と思うが， 木 0:K111l)

は4係数Iや詰々 なる点において代JlJrf枝、詑刈定法として一番
包れているものであることのみを附記しておきたい。

先ずこれ等の係殺をtt!日公ずる Vakat-O(0)'7)総:沃度

段位 (K)"¥放目沃皮段位 (K，)'.J)故びに'fi沸沃vr.限似

(K~)"') の測定条件より述べることとする。

Vakat-O (0) は尿1干1に排出される不完全酸化物をM~l流

限性の下に，グロ【ム肢にて水浴中(IWC)にて 11時間投

化し，段化iこ摂したグロ{ム践の丑より官官ヨミii!ifQi正を求め

たものである。この場合一般に単位時間]，'[1'1(mg. per hour 

あるL、ft.g. per day)にて表示される。

この Vakat-O(0)について地理論的にのみ考祭したj易

合，何点、生体が belastetの状態となり，休内の般化が;L41

化した時，尿中の不完全段化物がi首長し，上昇する。岳民、

ていえばその Belastungの大いさに平行しとlごするとも

いえる。しかし実際には全保の5・1守巳tWRffir"l:fie，その他

種々なる因子に君主評され，必ずしも，恕治通りに行くとは

かぎらない。一方沃度殴{[i(K)はVakat-Oと具り滋硫酸

酸性で京くE変化することなく， fJ希硫酸政性 (0.7'}{，容.jjJ:)の

下で沃度敢にて二支水浴H)(92
0 

-940.) 1ftにて30分了皮酸

化し，それに要した沃度政の日より求めた肢末消費:flr(mg. 

per hour)をいうが， Vakat-Oと呉り自らその反応が限ら

れ狭い続問のものとなり，それら反応物質の主なるものを

あlずれば A) ffiH (I]i!i恰l'li:m，r;'においては一般に木物質
は尿中に殆んどがしなし、)Polypeptide 及び Adrenalin成

物質(木物質は尿1ドにはごく微世にしか存しないため考慮

の必裂がないように忠

勢 木ft51土t;;t:;28liJ!日本給俣病学会に於て報公し診療 ~~6 巻第8 号に発表した。
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上の様なところより払/K2を一応適応係数 (Adaptations

Quotient against Stress.略して A.Q.S.)としている。そ

のftl2尿係数中にはO/Kzもあるが，これはVakat-O(0)と

ヲワ:紛沃度酸値 (K~) との比であり，臥深安ik争正常値は 19.3

土2.3であり， K2反応物質中にはかつては細胞の構成分で

あり，あるいは生休地保としてあった尿酸.Creatinine，尿

色素が含まれているところより同係数を酸化係数 (Oxida-

tions Quotient against Stress.略して O.Q.S.)としてい

る。
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si 1図

第 l図及び第2図は夫キ K.;K2とO!K並びに K/K2

と O/K~ の相関において上記肺結成患者 A.T. 投与前(・印

…対照群)と授与後 (x印)の尿に就き分散させた原図であ

る。第3図，第5図はそれらを Overlappingmean法によ

り等頻度曲線を求めたものである。第3図より領解し得る

如く対照詳の外部等頻度%(J.3~のはA.T. 投与のそれ (3

%)にJ'tしてはるかに侭く，かつそれが兎心に近づくに従

い43，7.5%と上昇するも，授与若干はそれをはるかにりょ

うがい 15%.30%もと急激にき昇する。

これは投与前に夫々 KI/K~， O/K において高(砥を示し
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・・ ・.
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rimidine休，有段アミノf設及びその誘導体， Creatinine ※ 

等である。

※結1安治療の同的を以って PASを服用させるが，
!日雪-10gとL、う大岳を投与したのでは，沃度酸位にく

るいが生ずるため，同i去を適弔する場合，同薬剤服用を一

時中止する必要がある。また INAHも本法により位を

I.ilするが，多くても p巴rkilo 10mg.なので沃度酸倍全体

としては勿4にもみたないため差支なく， SMは本法に反

応しなL、故.差支なく，なおまた， A. T.中に含まれるす

べてのアミノ肢は沃度鮫位反応物質ではないことを附記し

ておく。

lえとVakat-O(0)と沃度限値 (K)との比が O/Kであ

り， 正常男子臥味安mラ日以上の尿においては 12.ラ土1.3
であり，沃皮百受信 (K…K1十K2)は後述の如く生体防禦反

応系のー環としての脳下丞休一副腎系の機能と符援な関係

があるところより O/Kを一応生休防禦反応係数 (Protec-

tions guotient against stress，略して P.Q.S.)と名付ける

ことにしている。

三たに放置沃度鮫値 (K1)，煮沸沃度酸値 (K)並びに両

者の比，KdK~ についてであるが，問沃度置受信1は総:沃度酸

位 (K)の分割依である。換言すれば総沃度俄依 (K)=放置

沃度低 (K1 )+ 完全沸i沃皮駿依 (K~) となる。

K1は沃皮椴位測定日〉に際し，水浴'PIこて貫主化するこ

となく，宝il;;¥(12-2411年間)で処理したときの仰であり，

ーブ'j Kョは水浴処理により始めて日する値で，~際には総

沃皮被紅[(K)より放置、沃度峨他 (Kl)を挫徐することによ

り求められる。

室温処理のK1は上述の沃度酸値反応物質‘中蛋白.Po-
lypeptide等に限られ， K2は尿酸，尿色素等に限られる。

Klは卵胞ホルモγ1今.15)あるいはDOCA(副腎皮質外開よ

り産出される mineral-Corticoidの代表合成ホルモy)投

与により上昇し， K~ は ACTH Adreno・Cortico・trobicHo・

rmon)特にCortisone(副腎皮質中間より産出される

Glu巴0・Corticoidの代表ホルモy)授与により上昇する。(そ

の他的-~.j)KIは尿畳と相関が強く， K2は尿燐酸並びにグ

ロールと相関が符である。)

放置沃度酸億(K1)と煮沸沃度酸{蔭 (K2)の比， KJ/K2 

は尿駿の場合はKlが零となるためこの比は零となり， PO・
lypeptide，蛋自の如きものでは2-4の高値を示す。従っ

て尿に沃度駿値民JLS物究中尿酸の如きものが多く排准され

ると下降し，一方Polypeptideの如き物質が増註すると上

イ昇-)"ることtこなる。

本係数の臥床安治正常値比約0.53土0.07であり， Disea 

ses of Adaptationとされている Rheuma，Nephrose.出

血性 Metropateie，i圧娠中毒症において高値を話する。以
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たものが， A.T.投与によりm心の方向に向い下降し来た為
に起きたことは勿論であるが，何れにしても同薬剤j授与に

よりこの図の立r1く標木分散のお:切な縮小を認めるのは誠に

興味がある。

同様の事法ーはK1広ョと O広 Eの相関の図 f第5図)に
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おいてもいえるが，その桁小が特に著しい。 以上前iiiに代初機能判官法としての尿係数とA.T.投
然し[，r.i[刈より[切かなな11く，その抗心の('I.fmこおいては Jj-結向性:hij休との関係に就いて述べたが，何れにせよ以上

f!il主宰の変化をも認めない。 の採にデ{夕{が A.T.投与により安ー定してヰモるというこ

t1'}4[:;:;]， ~~6 [斗は以 kの A_T.技lJ"-緒駁庄司下と正常群 とは誠tこ興味あるものといわざるを作ない。

OE常人ヴJ{JJ才;主iJfJiI1 ~f尿…・・これ等尿l主結序、飛と具なり会 A.T.はLysinを主休とすると品S'l生アミノ殴を含有して

)去を採fEすることなく遂rr~Í'fI'jに採集したものである。)を比 いることは)i')知のr~íであるが，これらアミノ険特に Lysin

位したものであるが，同の如くそのτf心の {\/:flèにおいても土不思の外}~H'l"J以授というような外力に生体がさらされた

その分限度にても切かにその起を呉にして居・る。即ち正常 場合，肝臓の疾病，DXいは成る胞のピタミソ欠乏(V.B12，禁
人のおいず〔心は KdK~， O/K， O/Kョにおいて定百を示して 限)政L、は或る随の内分i必日:;官の異常(ACTH...Cortisone)

いるに反し， A.T.授与桔!亥集印はそれ等において温かに i存に血液中に均え，強L、ては体外に排乱立せられることは既

高値を示し，かっその分散においても正常人を凌駕しいる。 に周知の£ころであるが， 何れにせよ Lysinその他の塩

基1企アミノi設が何らかの;色味において結「主性1丙休と符擦な

Ldr田町AT投12手県 関係があるということは則摂い。

山田正常人吉土 木完治tこ終ftuiJj開力を賜った問立札幌ii;法所にi背肢の

1.6~ A戸山¥ 討fTI:刊する。

第 6図

備考・・…亙常人の標本分散がJt較的大であるのは労め
者勤務時尿を対象としかっ採尿は逐宍に行われたためであ

る。従って全日尿を対象としたらこの分散は小になり，か

っそれに結反m.tiと同様臨床安717tを保たせたとしたら更に
縮小しかっそのお:心置も温かに侭値を示すであろうことは

想1容に難くない。
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